
三

版
籍
奉
還
と
公
議

版
籍
奉
還
と
公
議

青　
　

山　
　

忠　
　

正

は
じ
め
に

　

明
治
二
年
（
一
八
六
九
）
六
月
の
版
籍
奉
還
に
つ
い
て
、
概
説
書
な
ど
で
は
、
藩
主
か
ら
天
皇
へ
の
土
地
・
人
民
の
返
上
と
説
明
さ

れ
る
が
、
具
体
性
を
欠
い
た
抽
象
的
な
言
い
回
し
に
と
ど
ま
り
、
要
す
る
に
形
式
的
な
措
置
と
み
な
さ
れ
る
傾
向
が
強
い
。
実
態
と
し

て
、
何
が
ど
の
よ
う
に
変
化
し
た
の
か
、
と
い
う
点
の
認
識
は
、
い
ま
だ
に
確
立
し
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。

　

以
下
で
は
、
そ
の
実
態
が
大
名
家
（
大
名
と
そ
の
家
臣
団
）
の
廃
止
と
、
地
方
行
政
制
度
と
し
て
の
藩
の
設
置
で
あ
り
、
そ
の
措
置

は
「
諸
藩
」
の
多
数
意
見
、
す
な
わ
ち
「
公
議
」
を
踏
ま
え
て
実
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
論
ず
る
。

一
、
慶
喜
の
「
政
権
」
返
上
は
領
知
宛
行
権
の
返
上

　

慶
応
三
年
（
一
八
六
七
）
十
月
十
四
日
、
十
五
代
将
軍
徳
川
慶
喜
は
、
次
の
よ
う
な
上
表
を
天
子
睦
仁
（
追
号
明
治
天
皇
）
に
提
出

し
た（

（
（

。
い
わ
ゆ
る
「
政
権
」
返
上
の
上
表
で
あ
る
。

況
ヤ
当
今
外
国
之
交
際
日
ニ
盛
ナ
ル
ニ
ヨ
リ
、
愈
朝
権
一
途
ニ
出
不
申
候
而
者
、
綱
紀
難
立
候
間
、
従
来
之
旧
習
ヲ
改
メ
、
政
権

ヲ
朝
廷
ニ
奉
帰
、
広
ク
天
下
之
公
議
ヲ
尽
シ
、
聖
断
ヲ
仰
キ
、
同
心
協
力
、
共
ニ
皇
国
ヲ
保
護
仕
候
得
ハ
、
必
ス
海
外
万
国
ト
可

並
立
候
、
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四

　

天
子
は
翌
十
五
日
、
こ
れ
を
聴
許
し
た
。
こ
こ
で
い
う
「
政
権
」
は
、
具
体
的
に
は
領
知
の
宛あ
て

行が
い

権
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
は
以
下
に

述
べ
る
事
実
経
過
か
ら
裏
付
け
ら
れ
る
。
も
と
も
と
四
代
家
綱
以
降
、
歴
代
将
軍
は
代
替
わ
り
の
際
に
諸
大
名
に
対
し
て
領
知
宛
行
状

（
十
万
石
以
上
は
判
物
、
以
下
は
朱
印
状
）
の
一
斉
発
給
を
行
っ
て
き
た
が
、
慶
喜
は
こ
れ
を
実
行
し
て
い
な
い
。

　

襲
封
以
来
十
カ
月
で
は
時
間
の
余
裕
が
な
い
と
も
い
え
る
が
、
と
く
に
外
様
国
持
級
の
大
名
と
の
主
従
関
係
は
、
す
で
に
解
消
状
態

に
あ
っ
た
か
ら
、
領
知
判
物
の
発
給
は
、
行
い
た
く
て
も
で
き
な
か
っ
た
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
慶
喜
は
、
こ
う
し
て
事
実
上
、
喪

失
し
て
い
た
領
知
宛
行
権
を
公
式
に
放
棄
し
、
こ
れ
を
天
子
に
移
譲
し
た
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
将
軍
と
諸
大
名
と
の
主
従
関
係
は
、
制
度
的
に
解
消
さ
れ
た
。
大
名
は
天
子
の
直
臣
と
し
て
「
朝
廷
の
藩
屏
」
と
位

置
付
け
ら
れ
、「
藩
」
が
公
称
と
し
て
用
い
ら
れ
る
（
制
度
的
な
公
称
化
は
翌
年
閏
四
月
二
十
一
日
制
定
の
「
政
体
書
」
に
よ
る
）。

　

つ
い
で
十
一
月
十
七
日
、
天
子
の
政
府
で
あ
る
朝
廷
は
、
諸
侯
会
議
を
開
催
す
べ
く
、「
諸
藩
」
あ
て
に
上
京
を
命
じ
、
同
時
に
、

諸
大
名
の
領
知
（
学
術
的
な
概
念
と
し
て
は
領
有
権
）
を
ど
う
処
置
す
る
か
を
、
政
治
課
題
に
掲
げ
た（

（
（

。

第
七　

十
一
月
十
七
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
樹
竝
各
藩

政
権
之
儀
、
武
家
へ
御
委
任
以
来
数
百
年
、
於
朝
廷
廃
絶
之
旧
典
、
即
今
難
被
為
行
届
儀
者
十
（
マ
マ
、衆
）目

之
所
視
ニ
候
、
乍
去
被
聞
食
候

上
ハ
神
祇
官
ヲ
始
、
太
政
官
夫
々
旧
儀
御
再
興
之
思
召
ニ
候
間
、
何
レ
ハ
八
省
其
外
寮
司
之
内
へ
諸
藩
ヲ
被
為
召
加
、
年
々
可
有

勤
仕
、
細
目
之
儀
者
追
々
可
被
仰
出
、
朝
廷
御
基
本
ニ
被
為
在
候
間
、
右
ニ
基
キ
、
見
込
言
上
可
有
之
思
召
候
事
、

一
、
何
レ
往
古
郡
県
之
通
ニ
ハ
難
相
成
ニ
付
、
封
建
之
侭
、
名
分
、
明
ニ
相
立
候
様
被
遊
度
候
、

一
、
御
政
務
筋
、
往
古
之
通
ニ
者
迚
モ
難
相
運
、
被
思
召
候
得
共
、
総
而
新
法
而
已
之
御
政
務
ニ

相
成
候
テ
ハ
甚
不
宜
候
間
、
可
成
儀
者
旧
儀
ニ
基
キ
候
様
被
思
食
候
事
、

　

右
に
見
え
る
よ
う
に
、
完
全
な
郡
県
制
へ
の
復
旧
は
難
し
い
と
し
て
も
、
い
ず
れ
太
政
官
八
省
そ
の
外
が
復
興
さ
れ
た
場
合
、「
寮

司
之
内
へ
諸
藩
ヲ
」
制
度
的
に
組
み
込
む
こ
と
が
目
指
さ
れ
る
。
そ
の
「
藩
」
は
、
そ
れ
ま
で
宛
が
わ
れ
て
い
た
領
知
を
接
収
さ
れ
た
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五

版
籍
奉
還
と
公
議

地
方
制
度
に
な
る
は
ず
で
あ
る
。

二
、
版
籍
奉
還
上
表
ま
で
の
経
緯

　

木
戸
孝
允
、
伊
藤
博
文
ら
は
、
す
で
に
慶
応
四
年
（
九
月
に
明
治
改
元
）
正
月
時
点
で
、
右
に
見
え
る
よ
う
な
政
府
側
の
意
向
に

沿
っ
た
、
諸
大
名
の
廃
止
を
構
想
し
て
い
た
。
例
え
ば
次
の
史
料
が
、
よ
く
知
ら
れ
る
。
英
公
使
館
員E. Satow

, 

ア
ー
ネ
ス
ト
・
サ

ト
ウ
の
日
記
、
正
月
十
六
日
（
１
８
６
８
年
2
月
9
日
）
の
条
で
、
神
戸
に
お
い
て
伊
藤
と
の
間
に
交
わ
さ
れ
た
談
話
で
あ
る（

（
（

。

Choshiu has given up to the M
ikado his conquered territories in K

okura &
 Sekishiu and K

atsura &
 Ito w

ant 

to propose that he should resign all his lands, retainers &
 other pos-sessions, except so m

uch as m
ay be 

required to support his household, to the M
ikado. If all the daim

ios w
ould do this, a pow

erful central govt. 

m
ight be form

ed, w
hich is im

possible under the present system
. Japan can’t be strong w

hen every daim
io 

can w
ithdraw

 his assistance at pleasure, w
hen each prince drill his m

en after a different fashion.

　

長
州
は
（
１
８
６
６
年
の
幕
長
戦
争
以
来
）、
占
領
し
て
い
た
小
倉
と
石
州
の
領
地
を
、
ミ
カ
ド
に
差
し
出
し
た
。
桂
（
木
戸
）
と

伊
藤
は
、
長
州
（
毛
利
侯
）
が
全
領
地
と
家
臣
と
他
の
財
産
を
、
そ
の
家
計
維
持
に
必
要
な
分
を
除
い
て
、
ミ
カ
ド
に
返
上
す
る
こ
と

を
提
案
し
よ
う
と
思
っ
て
い
る
。
す
べ
て
の
大
名
が
こ
れ
に
な
ら
え
ば
、
現
在
の
シ
ス
テ
ム
の
も
と
で
は
不
可
能
な
、
強
力
な
中
央
政

府
が
出
来
上
が
る
だ
ろ
う
。
大
名
た
ち
が
気
ま
ま
に
（
政
府
へ
の
）
支
援
を
引
き
上
げ
た
り
、
異
な
る
流
儀
で
軍
隊
調
練
を
行
な
っ
た

り
し
て
い
る
よ
う
で
は
、
日
本
は
強
国
に
な
り
え
な
い
。

　

右
に
見
え
る
よ
う
に
、
大
名
が
返
上
を
求
め
ら
れ
る
土
地
・
人
民
に
は
、retainers

家
臣
も
含
ま
れ
る
の
で
あ
る
。
家
臣
側
か
ら

見
れ
ば
、
主
君
か
ら
あ
て
が
わ
れ
て
い
た
知
行
あ
る
い
は
俸
禄
を
召
し
上
げ
ら
れ
る
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。
ち
な
み
に
、
そ
の
よ
う
な

意
味
で
、「
皇
政
復
古
」
と
「
世
禄
の
奉
還
」
と
が
一
対
の
関
係
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
佐
久
間
象
山
は
、
す
で
に
早
く
文
久
三
年
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六

（
一
八
六
三
）
当
時
か
ら
、
指
摘
し
て
い
た
と
い
う（

（
（

。

　

そ
の
実
現
に
向
け
た
構
想
に
つ
い
て
は
、
木
戸
・
伊
藤
ら
長
州
関
係
者
が
最
も
先
鋭
で
あ
っ
た
。
薩
摩
で
も
寺
島
宗
則
ら
洋
行
経
験

者
は
同
様
で
あ
る
。
木
戸
は
二
月
三
日
に
は
、
三
条
実
美
・
岩
倉
具
視
の
両
副
総
裁
あ
て
、
次
の
よ
う
に
建
議
し
た（

（
（

。

去
歳
、
徳
川
慶
喜
、
政
権
返
上
を
奉
請
願
、
朝
廷
是
を
許
可
し
玉
へ
り
、
続
而
其
土
地
人
民
を
還
納
せ
し
め
、
然
し
て
彼
、
速
に

奉
命
せ
さ
る
而
已
な
ら
す
、
終
に
政
権
返
上
之
請
願
に
戻
（
マ
マ
）り
（
中
略
）
就
而
は
至
正
至
高
の
心
を
以
て
七
百
年
来
の
積
弊
を
一
変

し
、
三
百
諸
侯
を
し
て
挙
っ
て
、
そ
の
土
地
人
民
を
還
納
せ
し
む
べ
し
、

　

こ
の
木
戸
建
議
は
政
府
内
部
で
も
極
秘
と
さ
れ
、
審
議
さ
れ
る
に
は
至
ら
な
か
っ
た
が
、
木
戸
は
個
人
的
に
有
力
者
間
で
の
意
見
の

取
り
ま
と
め
を
進
め
、
九
月
ま
で
に
は
主
君
毛
利
敬
親
、
お
よ
び
大
久
保
利
通
の
了
解
を
得
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
動
き
が
お
お
や
け
に
な
る
き
っ
か
け
は
、
明
治
元
年
十
一
月
の
姫
路
藩
主
酒
井
忠
邦
の
建
白
で
あ
っ
た
。
徳
川
家
の
有

力
譜
代
大
名
で
あ
っ
た
酒
井
家
で
は
、
戊
辰
戦
争
後
も
内
紛
が
続
き
、
収
拾
に
窮
し
た
藩
主
忠
邦
は
、「
藩
」
を
政
府
に
返
上
し
、
改

め
て
「
県
知
事
」
に
任
じ
て
く
れ
る
よ
う
請
願
し
た
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
を
好
機
と
見
た
伊
藤
博
文
（
初
代
兵
庫
県
知
事
）
は
、
酒
井
侯
建
白
を
受
け
入
れ
る
よ
う
建
言
し
、
さ
ら
に
明
治
二
年
正
月
に

は
、「
国
是
綱
目
」
六
カ
条
を
政
府
に
提
出
し
て
、「
全
国
政
治
・
兵
馬
の
大
権
を
朝
廷
に
帰
せ
し
む
」
べ
し
と
論
じ
た（

（
（

。

　

こ
の
建
議
は
世
間
に
知
れ
渡
り
、「
兵
庫
論
」
と
称
さ
れ
て
大
き
な
反
響
を
呼
ん
だ
。
あ
る
方
面
で
は
歓
迎
さ
れ
、
あ
る
方
面
で
は

大
き
な
反
発
を
受
け
た
わ
け
で
あ
る
。

　

局
面
の
進
展
に
応
じ
て
、
正
月
十
四
日
（
当
時
、
天
皇
は
京
都
に
還
幸
中
）、
京
都
の
丸
山
端
で
、
大
久
保
・
広
沢
真
臣
（
長
州
）・

板
垣
退
助
の
間
で
、「
土
地
人
民
返
上
一
条
」
に
つ
い
て
会
談
が
行
わ
れ
、
基
本
的
な
合
意
が
成
立
し
た
。
そ
の
後
、
肥
前
藩
（
鍋
島

家
）
に
も
働
き
か
け
が
あ
り
、
老
侯
鍋
島
閑
叟
の
了
解
を
得
て
肥
前
藩
も
協
同
行
動
を
取
る
。

　

こ
う
し
て
正
月
二
十
日
付
、
薩
長
土
肥
の
四
藩
主
は
「
毛
利
宰
相
中
将
・
島
津
少
将
・
鍋
島
少
将
・
山
内
少
将
」
四
人
連
名
で
、
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七

版
籍
奉
還
と
公
議

「
版
籍
を
収
め
て
こ
れ
を
た
て
ま
つ
る
」
と
の
上
表
を
呈
し
た（

（
（

。

抑
臣
等
居
ル
所
ハ
即
チ
天
子
ノ
土
、
臣
等
牧
ス
ル
所
ハ
即
チ
天
子
ノ
民
ナ
リ
、
安
ン
ゾ
私
有
ス
ベ
ケ
ン
ヤ
、
今
謹
テ
其
版
籍
ヲ
収

メ
テ
之
ヲ
上
ル
、
願
ク
ハ
朝
廷
、
其
宜
ニ
処
シ
、
其
与
フ
可
キ
ハ
之
ヲ
与
ヘ
、
其
奪
フ
可
キ
ハ
コ
レ
ヲ
奪
ヒ
、
凡
列
藩
ノ
封
土
、

更
ニ
宜
シ
ク
詔
命
ヲ
下
シ
、
コ
レ
ヲ
改
メ
定
ム
ヘ
シ
、

　

政
府
は
こ
れ
に
対
し
、
二
十
四
日
に
四
名
あ
て
、
次
の
沙
汰
書
を
発
す
る
。

今
度
其
藩
々
上
書
之
趣
、
土
地
人
民
版
籍
奉
還
可
致
之
旨
、
全
忠
誠
之
志
深
叡
感
被
思
食
候
、
尚
東
京
御
再
幸
之
上
、
会
議
を
経
、

公
論
を
被
為
竭
、
何
分
之
御
沙
汰
可
被
為
在
候
得
共
、
版
籍
之
儀
は
一
応
取
調
可
差
出
之
旨
、
被
仰
出
候
事
、

　

こ
こ
で
「
版
籍
奉
還
」
の
語
句
が
用
い
ら
れ
る
。
回
答
と
し
て
は
、「
会
議
を
経
、
公
論
を
竭
く
し
た
う
え
で
」
沙
汰
す
る
と
し
た

の
で
あ
る
。
公
論
、
公
議
は
字
義
通
り
に
尽
く
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

三
、
公
議
（
公
論
）
の
制
度
化
と
議
論

　

慶
応
四
年
正
月
十
七
日
、
三
職
（
総
裁
・
議
定
・
参
与
）
七
科
の
制
が
新
設
さ
れ
、
神
祇
・
内
国
・
外
国
・
海
陸
軍
・
会
計
・
刑
法

の
各
事
務
科
お
よ
び
制
度
寮
が
置
か
れ
た
。
同
時
に
「
徴
士
」、「
貢
士
」
の
制
度
が
設
け
ら
れ
た
。
徴
士
は
各
藩
士
を
召
し
出
し
て
政

府
に
出
仕
さ
せ
る
も
の
。
貢
士
は
「
下
の
議
事
所
」
の
議
事
官
と
し
て
、「
輿
論
公
議
」
を
反
映
さ
せ
る
も
の
、
定
員
は
、
大
藩
（
表

高
）
四
十
万
石
以
上
は
三
人
、
中
藩
十
万
石
以
上
は
二
人
、
小
藩
九
万
石
以
下
は
一
人
で
あ
っ
た
。

　

つ
い
で
二
月
三
日
に
は
、
三
職
八
局
の
制
に
改
定
さ
れ
、
総
裁
局
及
び
神
祇
・
内
国
・
外
国
・
軍
防
・
会
計
・
刑
法
・
制
度
の
各
事

務
局
と
さ
れ
た
。
徴
士
・
貢
士
に
つ
い
て
は
変
わ
ら
な
い
。
公
議
の
制
度
化
と
の
関
係
で
注
目
す
べ
き
は
貢
士
で
あ
る
。『
公
議
所
日

誌
前
編
上
』
に
は
、「
二
月
八
日
御
布
令
」
と
し
て
、
次
の
記
事
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る（

（
（

。

今
般
王
政
御
一
新
、
被
為
仰
出
、
輿
論
公
議
ヲ
執
候
御
趣
意
ヲ
以
、
各
藩
ヨ
リ
貢
士
ト
シ
テ
太
政
官
へ
差
出
候
様
、
被
仰
付
候
条
、
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八

御
趣
意
ニ
相
基
キ
、
国
々
国
論
ニ
モ
可
相
代
者
、
人
撰
有
之
、
差
出
候
様
、
御
沙
汰
候
事
、

　

貢
士
は
「
輿
論
公
議
ヲ
執
候
御
趣
意
ヲ
以
」、
国
論
（
藩
論
）
を
代
表
す
る
者
を
人
選
す
る
よ
う
に
沙
汰
さ
れ
た
。
彼
ら
は
公
家
の

菊
亭
邸
に
設
置
さ
れ
た
「
貢
士
対
策
所
」
に
「
五
の
日
」
を
定
日
と
し
て
詰
め
、
政
府
か
ら
の
下
問
に
答
申
す
る
。
こ
の
よ
う
な
点
は
、

従
来
の
研
究
で
は
軽
視
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
思
う
。

　

そ
の
実
態
は
、
京
都
留
守
居
の
延
長
で
あ
る
。
近
世
に
お
い
て
主
要
な
大
名
は
京
都
屋
敷
（
藩
邸
。
約
七
十
ケ
所
）
を
構
え
、
留
守

居
（
複
数
）
を
置
い
た
。
安
政
年
間
か
ら
も
っ
ぱ
ら
政
治
活
動
を
担
う
よ
う
に
な
り
、
と
く
に
文
久
三
年
（
一
八
六
三
）
三
月
、
将
軍

家
茂
の
初
度
の
上
洛
を
画
期
に
重
要
性
を
増
し
た
。
留
守
居
以
外
に
は
「
周
旋
方
」
な
ど
も
在
京
し
て
、
相
互
に
情
報
を
交
換
し
、
議

論
を
重
ね
、
公
議
、
す
な
わ
ち
多
数
意
見
を
形
成
し
て
政
局
動
向
の
基
底
を
形
作
っ
て
い
た
。
慶
応
三
年
十
二
月
九
日
の
政
変
前
後
に

も
、
王
政
復
古
の
大
号
令
を
諸
藩
へ
伝
達
す
る
際
（
十
二
月
十
四
日
）
に
は
、
彼
ら
の
行
動
が
大
き
く
関
与
す
る
。
こ
の
よ
う
な
事
実

は
、
こ
れ
ま
で
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た（

（
（

。

　

そ
の
蓄
積
を
踏
ま
え
、
こ
の
時
点
で
貢
士
の
顔
触
れ
は
、
ほ
と
ん
ど
の
藩
で
、
そ
れ
ま
で
の
京
都
留
守
居
だ
っ
た
と
み
ら
れ
る
が
、

慶
応
四
年
四
月
二
十
五
日
、
彼
ら
諸
藩
貢
士
へ
達
せ
ら
れ
た
「
御
下
問
」
の
最
初
は
、
徳
川
慶
喜
の
処
分
に
関
す
る
意
見
聴
取
で
あ
っ

た（
（1
（

。
徳
川
慶
喜
段
々
悔
悟
恭
順
之
趣
、
愈
謝
罪
之
実
効
相
立
候
は
ば
、
慶
喜
之
処
分
且
家
名
被
立
下
候
ニ
付
、
相
続
人
竝
秩
禄
高
之
儀
、

衆
議
公
論
を
執
て
御
裁
決
被
遊
度
思
召
に
て
議
事
有
之
候
間
、
明
後
二
十
七
日
巳
刻
ま
て
に
各
見
込
、
書
取
候
て
太
政
官
代
へ
出

参
可
致
旨
、
被
仰
出
候
事
、

　

こ
こ
で
諸
藩
か
ら
、
ど
の
よ
う
な
意
見
が
寄
せ
ら
れ
、
そ
れ
が
実
際
の
慶
喜
処
分
（
水
戸
藩
で
の
謹
慎
）
に
、
ど
う
関
わ
っ
た
の
か

は
興
味
深
い
問
題
だ
が
、
今
の
と
こ
ろ
徴
す
べ
き
史
料
を
発
見
で
き
な
い
。

　

閏
四
月
二
十
一
日
、「
政
体
書
」
が
制
定
さ
れ
た
。
そ
こ
に
定
め
ら
れ
た
「
政
体
」
が
文
字
通
り
、
国
政
の
体
制
で
あ
る
。
こ
の
時
、
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九

版
籍
奉
還
と
公
議

太
政
官
七
官
が
設
置
さ
れ
た
。
議
政
官
、
行
政
官
（
神
祇
・
会
計
・
軍
務
・
外
国
の
各
官
）、
刑
法
官
と
い
う
構
成
で
、
形
式
的
に
は

立
法
・
行
政
・
司
法
の
三
権
分
立
の
体
裁
を
取
る
。

　

「
藩
」
が
公
称
と
さ
れ
る
の
も
、
こ
の
時
か
ら
で
あ
る
。
貢
士
は
「
議
政
官
下
局
」
の
議
員
と
さ
れ
た
。
か
つ
て
京
都
・
江
戸
の
大

名
屋
敷
の
責
任
者
で
あ
っ
た
「
留
守
居
」
は
、
五
月
に
「
公
務
人
」
と
改
称
さ
れ
た
。
や
が
て
東
京
に
移
転
す
る
政
府
と
、
各
地
方
に

本
拠
を
持
つ
藩
と
の
円
滑
な
連
絡
を
担
う
役
で
あ
る
。
こ
の
時
点
で
、
貢
士
と
公
務
人
も
、
職
掌
分
担
が
明
確
化
し
て
き
た
よ
う
で
あ

る
。

四
、
公
議
所
で
の
封
建
・
郡
県
論

　

明
治
元
年
（
九
月
八
日
改
元
）
九
月
十
九
日
、
天
皇
の
東
京
行
幸
を
控
え
て
、
さ
ら
に
制
度
改
正
が
行
わ
れ
た
。
ま
ず
議
政
官
が
行

政
官
に
統
合
さ
れ
、
旧
議
政
官
上
局
（
旧
大
名
・
公
家
出
身
の
議
定
、
藩
士
出
身
の
参
与
で
構
成
）、
同
下
局
（
諸
藩
貢
士
で
構
成
）

は
、
単
に
上
局
・
下
局
と
な
っ
た
。

　

同
時
に
議
事
体
裁
取
調
所
を
東
京
に
設
置
し
、
議
定
山
内
豊
信
（
容
堂
）
を
議
事
体
裁
取
調
方
総
裁
に
任
じ
た
。
ま
た
、「
貢
士
」

は
「
公
議
人
」
と
改
称
さ
れ
（
八
月
二
十
日
）、
諸
藩
公
議
人
の
東
京
招
集
が
発
令
さ
れ
た
。
天
皇
の
東
京
着
は
十
月
十
三
日
で
あ
り
、

い
ず
れ
行
わ
れ
る
東
京
遷
都
を
展
望
し
た
措
置
で
あ
る
。

　

十
月
二
十
八
日
、「
藩
治
職
制
」
が
諸
藩
に
頒
布
さ
れ
、
藩
政
と
大
名
家
政
と
の
分
離
が
命
じ
ら
れ
た
。
各
藩
に
執
政
・
参
政
（
旧

家
老
・
用
人
な
ど
の
職
名
を
統
一
）
を
置
き
、
公
議
人
一
名
は
両
者
の
う
ち
か
ら
選
任
さ
れ
る
と
し
た
。
旧
貢
士
の
職
掌
を
引
き
継
ぎ
、

藩
論
を
代
表
す
る
存
在
と
位
置
付
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　

先
に
見
た
よ
う
に
、
薩
長
土
肥
の
四
藩
主
か
ら
版
籍
奉
還
の
上
表
が
呈
さ
れ
た
明
治
二
年
正
月
以
降
、
各
藩
も
こ
れ
に
倣
い
、
同
様

の
上
表
提
出
が
相
次
い
だ
。
そ
れ
ら
は
『
太
政
官
日
誌
』
第
十
号
以
降
に
掲
載
さ
れ
、
公
表
さ
れ
て
ゆ
く
。
メ
デ
ィ
ア
の
力
を
借
り
て
、
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一
〇

版
籍
奉
還
を
世
論
と
し
て
盛
り
上
げ
て
ゆ
く
効
果
を
狙
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。『
太
政
官
日
誌
』
は
一
般
に
頒
布
さ
れ
、
誰
で
も
購
入

で
き
る
。

　

明
治
二
年
三
月
に
は
、
い
わ
ゆ
る
東
京
遷
都
が
実
現
し
、
版
籍
奉
還
に
つ
い
て
も
、
公
議
を
尽
く
す
条
件
が
整
っ
た
。
五
月
下
旬
に

は
、「
上
局
会
議
」
が
開
催
さ
れ
、
諸
藩
主
ら
に
対
し
て
「
知
藩
事
選
任
」
な
ど
重
要
国
事
が
諮
問
さ
れ
る
。
い
う
ま
で
も
な
い
が
、

「
知
藩
事
」
を
置
く
と
い
う
の
は
、
大
名
か
ら
領
知
を
接
収
し
、
そ
れ
ま
で
の
大
名
に
代
え
て
地
方
官
を
置
く
、
す
な
わ
ち
大
名
家
を

廃
止
す
る
と
い
う
意
味
な
の
だ
が
、
大
名
本
人
か
ら
、
反
対
は
出
な
か
っ
た
。

　

明
治
二
年
三
月
七
日
、「
公
議
所
」
が
東
京
に
開
設
さ
れ
た
（
場
所
は
旧
加
賀
藩
邸
）。
本
格
的
な
議
場
の
設
備
を
有
す
る
施
設
で
あ

り
、
旧
「
貢
士
対
策
所
」
を
拡
大
発
展
さ
せ
た
も
の
と
い
え
よ
う
。
議
長
は
秋
月
種
樹
（
日
向
高
鍋
藩
世
子
）。
諸
藩
公
議
人
二
百
二

十
七
人
が
参
集
し
、
公
平
に
法
案
を
審
議
し
、
奏
上
せ
よ
、
朕
、
親
し
く
こ
れ
を
裁
決
せ
ん
、
と
の
詔
書
が
読
み
上
げ
ら
れ
、
一
同
平

伏
し
て
拝
聴
し
た（

（1
（

。

　

三
月
十
二
日
に
は
、
制
度
取
調
掛
の
森
有
礼
か
ら
、
次
の
よ
う
な
「
御
国
体
之
儀
ニ
付
、
問
題
四
条
」
が
提
案
さ
れ
る（

（1
（

。

第
一
、
方
今
我
国
体
、
封
建
郡
県
相
半
ス
ル
ニ
似
タ
リ
、
如
此
ニ
シ
テ
、
将
来
ノ
国
是
、
果
シ
テ
如
何
。

第�

二
、
若
シ
之
ヲ
改
メ
、
一
ニ
帰
セ
ン
ト
セ
バ
、
其
制
封
建
ニ
帰
ス
ベ
キ
カ
、
将
タ
郡
県
ニ
帰
ス
ベ
キ
カ
、
其
理
非
得
失
、
果
シ

テ
如
何
。

第
三
、
若
シ
都
テ
之
ヲ
封
建
ニ
セ
バ
、
之
ヲ
如
何
措
置
シ
テ
、
人
情
時
勢
ニ
適
当
ス
ベ
キ
ヤ
。

第
四
、
若
シ
都
テ
之
ヲ
郡
県
ニ
セ
バ
、
之
ヲ
如
何
措
置
シ
テ
、
人
情
時
勢
ニ
的
当
ス
ベ
キ
ヤ
。

　

そ
の
言
う
と
こ
ろ
は
、
現
在
の
我
が
国
の
「
国
体
」
を
、
封
建
（
大
名
領
）・
郡
県
（
政
府
直
轄
地
の
府
県
）
が
混
在
し
た
状
況
と

捉
え
、
そ
れ
を
ど
う
統
一
す
る
か
、
具
体
的
な
措
置
の
方
法
を
諮
問
し
た
も
の
で
あ
る
。
要
す
る
に
、
現
在
懸
案
と
な
っ
て
い
る
版
籍

奉
還
の
事
案
を
、
ど
の
よ
う
に
決
着
さ
せ
る
か
の
提
案
に
他
な
ら
な
い
。
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一
一

版
籍
奉
還
と
公
議

　

五
月
四
日
、
諸
藩
公
議
人
か
ら
連
名
で
答
申
が
出
さ
れ
た
。
計
二
百
五
藩
の
見
解
を
、
主
要
な
五
グ
ル
ー
プ
に
分
け
て
、
要
点
を
み

る
と
次
の
通
り
で
あ
る
。
行
頭
の
番
号
は
引
用
者
に
よ
る
。

①�
「
御
国
制
改
正
ノ
儀
」、
四
〇
藩
及
び
昌
平
校
。
こ
の
案
が
最
も
先
鋭
で
、「
皇
国
一
円
私
有
ノ
地
ヲ
公
収
シ
、
政
令
一
ニ
出
ル
ヲ
要

ス
。」
か
ら
始
ま
り
、
大
名
領
を
廃
止
し
、
十
万
石
を
目
安
に
一
県
を
置
き
、
府
県
知
事
に
は
当
分
の
所
、
旧
藩
主
か
ら
任
ず
る
。

旧
家
臣
は
五
等
に
分
け
て
、「
俸
禄
」
を
給
す
る
と
し
て
い
る
。
の
ち
の
廃
藩
置
県
ま
で
を
も
展
望
し
て
い
る
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ

う
。

②�

「
郡
県
議
」、
六
十
二
藩
。
現
状
維
持
に
近
い
名
目
的
な
郡
県
論
。「
大
藩
ヲ
府
中
、
小
藩
ヲ
県
ト
」
改
称
す
る
が
、「
旧
領
地
ハ
、
従

来
ノ
侭
之
預
ケ
、
知
事
初
士
庶
ノ
給
俸
、
及
ヒ
兵
賦
諸
費
ニ
供
ス
ル
事
」
と
す
る
。

③�

「
封
建
議
」、
四
十
五
藩
。
こ
れ
は
む
し
ろ
明
快
な
封
建
論
で
あ
り
、「
大
小
諸
藩
、
速
ニ
璽
書
ヲ
賜
ル
ベ
キ
事
」
と
、
冊
封
詔
書
を

賜
っ
て
封
建
を
制
度
化
す
べ
し
と
主
張
す
る
。

④�

「
御
国
体
封
建
議
」、
二
十
一
藩
。
封
建
を
徹
底
す
べ
し
と
い
う
論
。「
提
封
旧
ノ
如
ク
、
更
ニ
御
判
物
ヲ
賜
リ
、
之
レ
ト
始
ヲ
正
シ

フ
」
す
べ
き
と
い
う
。

⑤
「
国
体
論
節
略
」、
三
十
六
藩
。
基
本
的
に
現
状
維
持
。「
旧
幕
ノ
流
弊
」
は
変
革
す
る
と
い
う
程
度
で
あ
る
。

　

以
上
の
合
計
が
二
百
五
藩
（
昌
平
校
を
含
む
）。
ほ
か
に
、「
御
国
体
議
」
六
藩
、「
奉
対
御
国
体
問
題
四
条
」
七
藩
が
あ
っ
た
。
総

合
計
は
二
百
十
八
藩
で
あ
る
。
こ
の
他
に
も
少
数
意
見
が
あ
っ
た
と
い
う
。

　

数
の
上
で
の
単
純
計
算
か
ら
言
え
ば
、
大
名
家
の
廃
止
を
明
確
に
論
じ
て
い
る
の
は
、
①
「
御
国
制
改
正
ノ
儀
」、
四
〇
藩
及
び
昌

平
校
だ
け
で
、
全
体
の
一
九
パ
ー
セ
ン
ト
に
過
ぎ
な
い
が
、
他
の
意
見
に
し
て
も
、
程
度
の
差
は
あ
れ
、
現
状
の
変
革
は
や
む
を
得
な

い
と
い
う
空
気
が
強
い
。
ち
な
み
に
、
②
「
郡
県
議
」
六
十
二
藩
を
、
版
籍
奉
還
賛
成
に
含
め
れ
ば
、
全
体
の
四
十
二
パ
ー
セ
ン
ト
に

達
す
る
。
と
も
あ
れ
、
こ
う
し
て
公
議
（
論
）
は
竭
く
さ
れ
た
。
少
な
く
と
も
、
版
籍
奉
還
が
実
施
さ
れ
た
場
合
、
ど
の
よ
う
な
変
化
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一
二

が
自
分
の
身
に
降
り
か
か
る
か
に
つ
い
て
は
、
全
国
の
藩
に
お
い
て
周
知
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。

　

明
治
二
年
六
月
十
七
日
、
各
藩
主
か
ら
の
版
籍
奉
還
の
願
い
が
勅
許
さ
れ
た
。
各
藩
主
を
各
藩
知
事
に
任
じ
、
旧
領
分
に
藩
を
設
置

し
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
ま
で
の
大
名
は
太
政
官
政
府
の
地
方
官
と
な
り
、
旧
大
名
の
領
知
（
領
有
権
）
は
政
府
に
接
収
さ
れ
た
。
藩
名

は
藩
庁
所
在
地
の
都
市
名
を
冠
し
て
、「
山
口
藩
」
や
「
鹿
児
島
藩
」
の
よ
う
に
呼
ば
れ
る
。
こ
れ
ら
は
あ
く
ま
で
も
地
方
制
度
で
あ

る
。

　

大
名
領
知
の
接
収
に
伴
い
、
旧
家
臣
団
も
解
散
し
、
彼
ら
は
各
藩
貫
属
士
族
と
し
て
「
家
禄
」
を
給
付
さ
れ
る
立
場
と
な
っ
た
。
旧

主
君
と
の
主
従
関
係
も
解
消
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

五
、
新
発
田
藩
の
場
合

　

そ
の
具
体
例
を
、
越
後
の
国
新
発
田
の
大
名
、
溝
口
家
の
場
合
を
例
に
と
っ
て
み
て
み
よ
う
。
新
発
田
藩
を
取
り
上
げ
る
の
は
、
そ

の
京
都
留
守
居
で
あ
っ
た
寺
田
喜
三
郎
の
関
係
史
料
が
、
寺
田
が
も
と
は
京
都
の
町
人
だ
っ
た
関
係
で
、
佛
教
大
学
附
属
図
書
館
に
ま

と
ま
っ
て
所
蔵
さ
れ
る
た
め
で
あ
る（

（1
（

。

　

明
治
二
年
に
入
っ
て
藩
主
溝
口
直
正
は
（
慶
応
三
年
八
月
、
主
膳
正
直
溥
か
ら
家
督
を
継
承
）、
政
府
か
ら
の
召
命
に
応
じ
て
四
月

十
五
日
、
東
京
に
到
着
し
、
同
二
十
七
日
に
は
版
籍
奉
還
の
上
表
を
弁
事
局
に
提
出
し
て
い
た（

（1
（

。
公
議
人
の
佐
藤
八
右
衛
門
が
中
心
に

な
っ
て
取
り
ま
と
め
た
「
国
論
」
は
、
お
お
む
ね
版
籍
奉
還
に
反
対
の
立
場
で
あ
り
、
五
月
四
日
の
諸
藩
答
申
で
も
、
現
状
維
持
を
求

め
る
「
国
体
論
節
略
」
に
、
他
の
三
十
五
藩
と
と
も
に
賛
同
し
て
い
た
。

　

そ
の
溝
口
家
は
、
か
つ
て
安
政
七
年
（
一
八
六
〇
）
三
月
五
日
付
で
十
四
代
家
茂
か
ら
、
次
の
領
知
朱
印
状
を
発
給
さ
れ
て
い
た（

（1
（

。

越
後
国
蒲
原
郡
之
内
、
弐
百
弐
拾
弐
箇
村
、
陸
奥
国
信
夫
郡
之
内
、
八
箇
村
、
高
五
万
石
目
録
在

別
紙

事
、
充
行
之
訖
、
依
代
々
之
例
、

領
知
之
状
、
如
件
、
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一
三

版
籍
奉
還
と
公
議

　
　

安
政
七
年
三
月
五
日
㊞
（
家
茂
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

溝
口
主
膳
正
と
の
へ

　

六
月
十
八
日
に
は
、
こ
の
領
知
朱
印
状
と
置
き
換
わ
る
形
で
、
溝
口
伯
耆
守
（
直
正
）
に
対
し
て
知
藩
事
へ
の
任
官
辞
令
（
二
点
一

組
）
が
交
付
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

溝
口
伯
耆
守

　
　

新
発
田
藩
知
事
、
被
仰
付
候
事
、

　
　

明
治
二
年
己
巳
六
月
㊞
（
太
政
官
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

溝
口
伯
耆
守

　
　

今
般
版
籍
奉
還
之
儀
ニ
付
、
深
ク
時
勢
ヲ
被
為
察
、
広
ク
公
議
ヲ
被
為
採
、
政
令
帰
一
之
思
食
ヲ
以
テ
言
上
之
通
、
被
聞
食
候
事
、

　
　
　
　

六
月
行
政
官

　

右
の
文
言
は
、
固
有
名
詞
が
入
れ
替
わ
る
だ
け
で
、
す
べ
て
の
藩
に
共
通
で
あ
る
。
こ
う
し
て
大
名
溝
口
家
は
解
消
さ
れ
、
そ
の
旧

領
分
に
は
新
発
田
藩
が
設
置
さ
れ
た
。
こ
の
措
置
に
つ
い
て
、
非
役
と
な
っ
た
元
家
老
溝
口
半
兵
衛
（
十
一
月
か
ら
権
大
参
事
）
は
直

後
の
八
月
十
三
日
付
、
寺
田
喜
三
郎
（
在
京
都
）
あ
て
書
簡
で
、
次
の
よ
う
に
書
き
送
る（

（1
（

。

一
筆
申
進
候
、
秋
暑
之
砌
候
得
共
（
時
候
挨
拶
及
び
近
況
報
告
な
ど
中
略
）

昨
年
は
貴
様
ニ
も
其
表
ニ
て
大
尽
力
被
下
、
且
当
早
春
以
来
も
段
々
同
様
御
尽
力
之
由
、
拙
夫
ニ
お
ゐ
て
も
大
悦
申
達
候
、
此
上

ニ
も
何
卒
手
抜
無
様
御
尽
力
之
義
深
御
頼
入
候
、
此
度
者
、
諸
侯
一
同
華
族
と
被
為
称
、
知
藩
事
被
蒙
仰
、
其
他
、
家
禄
之
義
者
、

現
石
十
分
之
一
を
以
て
御
定
等
之
義
、
被
仰
出
、
如
何
舞
留
り
可
申
哉
、
更
ニ
目
的
も
付
不
申
候
、
夫
よ
り
ハ
諸
侯
は
是
迄
通
ニ

な
し
お
か
れ
、
八
（
マ
マ
）百

の
諸
侯
さ
へ
御
撫
親
被
為
在
、
各
国
邑
を
治
候
様
、
被
仰
付
候
ハ
ゝ
、
主
上
ハ
西
京
ニ
御
鎮
座
、
穆
々
端
拱
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一
四

被
為
在
候
ハ
ゝ
、
皇
国
ハ
不
日
ニ
安
泰
ニ
可
至
義
ニ
而
、
何
モ
自
ラ
、
主
上
東
西
ニ
御
奔
走
無
之
と
も
可
済
儀
ニ
候
、
左
も
無
之

て
は
諸
侯
之
領
知
を
剥
き
、
奸
臣
欲
を
恣
ニ
ス
ル
ノ
陰
謀
カ
と
も
難
斗
、
右
ニ
候
者
天
下
ハ
不
日
ニ
大
乱
ニ
可
相
成
儀
ニ
候
、
此

一
件
、
献
言
も
い
た
し
度
候
得
共
、
甚
タ
事
、
機
ニ
触
レ
候
義
ニ
付
、
災
害
難
斗
ニ
付
、
今
少
時
勢
を
な
か
め
居
申
候
、
其
表
ニ

者
大
正
義
忠
誠
之
仁
も
候
ハ
ゝ
姓
名
御
聞
申
度
候
（
後
略
）

　

こ
こ
に
見
え
る
よ
う
に
、
半
兵
衛
は
版
籍
奉
還
に
あ
か
ら
さ
ま
な
反
対
を
唱
え
て
い
る
。「
諸
侯
之
領
知
を
剥
」
ぐ
と
は
、
奸
臣
が

自
ら
の
欲
望
を
恣
に
す
る
陰
謀
で
は
な
い
か
と
ま
で
非
難
す
る
。
そ
の
対
象
と
目
さ
れ
て
い
る
の
は
、
政
府
中
枢
に
あ
る
木
戸
孝
允
・

大
久
保
利
通
・
岩
倉
具
視
と
い
っ
た
面
々
で
あ
ろ
う
。
半
兵
衛
の
嘆
き
と
は
裏
腹
に
、
新
発
田
藩
は
、
そ
の
二
年
後
に
は
藩
制
度
そ
の

も
の
ま
で
廃
止
さ
れ
、
や
が
て
新
潟
県
に
置
き
換
え
ら
れ
る
。
そ
の
間
の
推
移
も
波
乱
に
満
ち
た
も
の
だ
が
、
そ
の
点
の
検
討
は
今
後

の
課
題
と
し
て
お
き
た
い
。

註（1
）		

続
日
本
史
籍
協
会
叢
書
『
徳
川
慶
喜
公
伝　

史
料
篇
三
』
一
九

一
八
年
。
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
七
五
年
覆
刻
、
一
八
三
頁
。

な
お
、「
大
政
奉
還
」
は
後
世
の
造
語
で
、
一
次
史
料
上
に
は
見

え
な
い
。

（
2
）		

内
閣
官
報
局
『
法
令
全
書　

自
慶
応
三
年
十
月
、
至
明
治
元
年

十
二
月
』
一
八
八
七
年
、
第
七
号
布
告
。

（
3
）		Public Record O

ffice, Satow
 Papers

：D
iaries, 1861-

1926. 

現
在
のT

he N
ational A

rchives.

（
4
）		

羽
賀
祥
二
「
十
九
世
紀
史
の
な
か
の
明
治
維
新
」、『
明
治
維
新

史
研
究
』
第
21
号
、
二
〇
二
二
年
五
月
、
八
八
頁
を
参
照
。
原
典

は
石
黒
忠
悳
『
懐
旧
九
十
年
』
岩
波
書
店
、
一
九
八
三
年
、
一
〇

三
～
四
頁
。

（
5
）		

日
本
史
籍
協
会
叢
書
『
木
戸
孝
允
文
書
』
八
、
一
九
三
六
年
。

東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
六
年
覆
刻
再
刊
、
二
五
頁
。

（
6
）		

春
畝
公
追
頌
会
『
伊
藤
博
文
伝
』
上
巻
、
統
正
社
、
一
九
四
三

年
、
四
二
〇
頁
。

（
7
）		

『
太
政
官
日
誌
』
明
治
二
年
第
九
号
。
正
月
二
十
三
日
の
項
に

収
録
。（
石
井
良
助
編
『
太
政
官
日
誌
』
第
三
巻
、
東
京
堂
出
版
、

一
九
八
〇
年
、
五
二
～
五
三
頁
）。

（
8
）		

朝
倉
治
彦
編
『
太
政
官
日
誌
』
別
巻
四
、
東
京
堂
出
版
、
一
九

八
五
年
、
一
二
三
頁
。

（
9
）		
拙
稿
「
王
政
復
古
前
後
の
政
局
と
公
議
」、
佛
教
大
学
『
歴
史

学
部
論
集
』
10
、
二
〇
二
〇
年
を
参
照
。
肥
後
藩
の
例
に
つ
い
て
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一
五

版
籍
奉
還
と
公
議

は
、
白
石
烈
「
肥
後
藩
京
都
留
守
居
の
役
割
変
遷
─
買
物
会
所
の

業
務
か
ら
国
事
周
旋
活
動
へ
─
」（
今
村
直
樹
・
小
関
悠
一
郎
編

『
熊
本
藩
か
ら
み
た
日
本
近
世
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
二
一
年
）

が
参
考
に
な
る
。

（
10
）		

『
公
議
所
日
誌
前
編
上
』（
朝
倉
治
彦
編
『
太
政
官
日
誌
』
別
巻

四
、
東
京
堂
出
版
、
一
九
八
五
年
、
一
二
四
頁
）。

（
11
）		

『
公
議
所
日
誌
第
一　

明
治
二
年
己
巳
三
月
』（
同
右
『
太
政
官

日
誌
』
別
巻
四
、
一
三
七
頁
）。
最
初
の
頁
に
、
議
場
の
図
が
掲

載
さ
れ
る
。
議
長
席
や
、
そ
れ
に
対
面
す
る
議
案
台
、
一
番
か
ら

二
百
七
十
六
番
ま
で
番
号
を
打
た
れ
た
議
員
席
な
ど
が
描
か
れ
て

い
る
。

（
12
）		

『
公
議
所
日
誌
第
十
二　

明
治
二
年
己
巳
五
月
』（
吉
野
作
造
編

『
明
治
文
化
全
集　

第
四
巻　

憲
政
篇
』
日
本
評
論
社
、
一
九
二

八
年
、
六
三
頁
）。
以
下
、
封
建
・
郡
県
論
に
関
す
る
引
用
は
、

同
六
三
～
六
八
頁
。
な
お
、
朝
倉
治
彦
編
『
太
政
官
日
誌
』
別
巻

四
に
は
、『
公
議
所
日
誌
第
十　

明
治
二
年
己
巳
四
月
』
ま
で
し

か
収
録
さ
れ
て
い
な
い
。

（
13
）		

寺
田
家
文
書
の
全
容
と
概
略
に
つ
い
て
は
、
青
山
忠
正
・
淺
井

良
亮
「
新
発
田
藩
京
都
留
守
居
寺
田
家
と
旧
蔵
文
書
」、
佛
教
大

学
『
歴
史
学
部
論
集
』
4
、
二
〇
一
四
年
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
14
）		

『
御
記
録　

巻
之
十
二　

御
当
代
記
慶
応
三
年
八
月
ヨ
リ
明
治

五
年
二
月
止
』
各
日
の
条
（
新
発
田
市
史
編
集
委
員
会
編
『
新
発

田
藩
史
料
』
第
一
巻
、
国
書
刊
行
会
、
一
九
八
八
年
、
四
三
七
～

四
三
九
頁
）。

（
15
）		

新
発
田
市
立
歴
史
図
書
館
蔵
。
次
に
掲
げ
る
知
藩
事
任
官
辞
令

も
同
様
で
あ
る
。

（
16
）		

佛
教
大
学
附
属
図
書
館
蔵
「
新
発
田
藩　

京
都
留
守
居
役　

寺

田
家
文
書
」。
調
査
番
号
６
３
９

－

０
０
５
．
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